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2 　緒方　豊子 福岡市七区男女共同参画協議会会長

3 　日髙　政治 福岡市ＰＴＡ協議会会長

4 　藤井　千佐子 福岡大学経済学部非常勤講師
元　西日本新聞社執行役員企画局長

5 　前田　和美 公募委員

6 　増川　郁子 福岡市立中学校校長会代表 (宮竹中学校校長)

第６期福岡市男女共同参画審議会

氏　名

男女平等教育・地域支援部会

男女平等教育の推進

地域における男女共同参画推進活動の支援



重点評価項目　進行管理票

１

 （指標）

目標値

100.0% 95.1% 96.6% 92.3%

（平成２７年度） （平成２３年度） （平成２５年度） （平成２６年度）

 （指標）

目標値

50.0% 32.8% 39.1% 50.7%

（平成２７年度） （平成２３年度） （平成２５年度） （平成２６年度）

 ８ 懸案事項・課題

○中学校における副読本の活用や混合名簿の採用について、教育現場の実態を把握・分析
　したうえで、活用及び採用の向上に取り組む必要がある。
○中学生向け出前セミナーを平成25年度から3年間で市内全69校で実施することとしている
　が、28年度以降の実施について検討する必要がある。
○教職員や公民館・区役所職員への研修を一層充実させる必要がある。

（平成２２年度） （平成２４年度） （平成２７年度）

 ５ 評価区分 (1) 達成度 (2) 今後の方向性

 ６ 判定

 ７ 判定理由・根拠

○中学校における混合名簿の採用率及び中学校向け副読本の活用率については、5割は超
　え、目標値を前倒しで達成しているものの、依然として低い状況にある。
○中学生向け出前セミナーを23校で実施した。また、受講した中学生の約80％が、男女共同
  参画について「よくわかった・まあわかった」と回答しており、若年層への性別にとらわれない
  キャリア形成への意識啓発に一定の成果を上げている。
○教職員や公民館職員・区役所職員を対象に研修を実施し、学校教育や地域における男女
　共同参画推進に努めた。

 ４ 数値目標、
　  参考指標

 男女平等教育副読本活用率：小学校向け「はらっぱ」

初期値

（平成２７年度）

 男女平等教育の推進

 ２ 基本目標  男女平等意識が浸透した社会を目指します。

Ｂ 充実

 男女平等教育副読本活用率：中学校向け「わたしらしく生きる」

初期値 実績

43.5%

実績

91.8%

　子どもの頃から性別にとらわれない自己形成ができるよう、中学生向け出前セミナーを実施す
るなど、学校教育における男女平等教育を推進するとともに、あらゆる教育関係者を対象に男女
共同参画の意識啓発のための研修を実施した。
○小・中学生向け男女平等教育副読本の活用
　・小学生向け：はらっぱ　　　　　　　　発行部数：15,000部　活用率： 92.3％<96.6％>
　・中学生向け：わたしらしく生きる　　発行部数：14,000部　活用率： 50.7％<39.1％>
○男女混合名簿の採用
　 採用率　　小学校： 98.6％<99.3％>　中学校： 52.2％<56.5％>
○中学校における職場体験学習の実施
　 参加学校数及び生徒数： 69校（100％）  12,098人<11,820人>
　 受け入れ事業所数： 3.465事業所<3,388事業所>
○大学・企業・地域・市の連携による中学生向け出前セミナーの実施　　実施校数： 23校<19校>
○教職員への男女平等教育研修の実施　　参加者数： 225人<226人>
　 講演　「ジェンダーの視点から学校現場を見る」
　　　　　　講師：村本 邦子氏（立命館大学応用人間科学研究科教授）
　 実践発表　「はらっぱ」を使った男女平等教育の実践　 発表：東 義隆氏（小笹小学校教諭）
○教頭２年次研修の実施　　参加者数： 48人<33人>
○公民館、区役所職員への研修の実施
　・新任公民館職員研修　　実施回数及び参加者数：１回34人<１回32人>
　・公民館運営研修　　　　東区・博多区・早良区各１回、計148人
　　　　　　　　　　　　　　　　<東区・博多区各１回、計99人>
　・区男女共同参画推進担当職員研修　　参加者数： 9人<8人>
　　　「男女共同参画基礎講座」

93.8% -

（平成２２年度） （平成２４年度）

 ９ 今後の取組

○男女平等教育研修会において副読本の活用事例等を提示し，教職員への周知や理解を図
　るとともに、校長・園長連絡会等において、混合名簿の採用を進めるよう指導していく。
○中学生用副読本について、近年の社会情勢を反映した内容への見直しを検討する。
○中学生向け出前セミナーを引き続き実施するとともに、教職員や公民館・区役所職員への研
　修の充実に努める。
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 １ 重点評価項目

33.8% -

 ３ 施策の実施状況
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 評価
(1) 達成度 (2) 今後の方向性

 【審議会意見】
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重点評価項目　進行管理票

６

 （指標）

目標値

146校区 23校区 138校区 136校区

（平成２７年度） （平成２３年度） （平成２５年度） （平成２６年度）

充実

 ４ 数値目標、
　  参考指標

 「みんなで参画ウィーク」の取組を実施した校区数

初期値 実績

23校区 120校区 -

（平成２３年度） （平成２４年度） （平成２７年度）

 ３ 施策の実施状況

　福岡市男女共同参画週間「みんなで参画ウィーク」にあわせて、各校区において男女共
同参画推進の取組が実施されるよう支援するとともに、他校区に先行したモデル校区の取
組を通して地域の女性リーダー育成や、アミカス寸劇隊の派遣などにより、地域における男
女共同参画推進に取り組んだ。

○地域における主体的取組への支援
　・「みんなで参画ウィーク（福岡市男女共同参画週間）」にあわせた校区取組への支援
　　　コーディネーターの派遣　　 10校区<12校区>
　・週間やシンボルマークを活用した広報・啓発
○モデル校区地域リーダー育成塾の実施
　　モデル校区（東区若宮校区、城南区堤地区）
　　　・アドバイザーの派遣（男女共同参画推進サポーター　各校区２名）
　　　・報告会の開催　　参加者数　171人<163人>
　　　　　内容 ： 第１部  モデル校区活動報告（2校区）
　　　　　　　　　  第２部　講演：強くやさしい社会を実現するために～次世代へのメッセージ～
　　　　　　　　　　　　　　　講師：筑波大学大学院体育系准教授・柔道家　　山口 香氏
○七区男女共同参画協議会の活動支援
　・七区男女共同参画協議会代表者会の開催　　4回<4回>
　・各校区の男女共同参画研修会実施調査
○男女共同参画出前講座の実施　　15件　405人<32件　1,131人>
○アミカス寸劇隊の派遣　17件< 8件>
○公民館、区役所職員への研修の実施
　・新任公民館職員研修　実施回数及び参加者数：１回34人<１回32人>
　・公民館運営研修　　　　東区・博多区・早良区各１回、計148人
　　　　　　　　　　　　　　　　<東区・博多区各１回、計99人>
　・区男女共同参画推進担当職員研修　　参加者数：9人<8人>

 ８ 懸案事項・課題

○「みんなで参画ウィーク」の取組が、自治協議会等を中心とする校区全体の取組と
　として、全校区で実施されるよう、地域への支援を充実させる必要がある。
〇地域における男女共同参画推進は校区の主体的な取組により実施されており、
　校区の実情や課題に応じた女性リーダー育成に取り組む必要がある。

 ９ 今後の取組

○「みんなで参画ウィーク」が地域に定着するよう広報・啓発に努めるとともに、地域に
　おける男女共同参画推進の取組が、全市的に広がりを持って展開されるよう、七区
　男女共同参画協議会と連携し、地域の主体的な男女共同参画推進活動を支援す
　る。
○モデル校区において校区の実情や課題に応じた実践的な取組を自治協議会全体
　の取組として実施するとともに、その成果を発表する報告会を開催し市内全校区へ
　の情報共有を図るなど、地域の女性リーダー育成に取り組む。

Ⅰ
　
事
務
局
記
入
欄

 １ 重点評価項目  地域における男女共同参画推進活動の支援

 ２ 基本目標  地域において男女が共に支えあい、安心して暮らせる社会を目指します

 ５ 評価区分

 ７ 判定理由・根拠

○みんなで参画ウィークの広報・啓発に努めるとともに、コーディネーター派遣等、校
　区の取組への支援を実施し、ほぼ全校区である136校区で主体的な取組が実施され
　た。
○モデル校区２校区において、校区の状況や課題に応じた地域の女性リーダー育成
　に先行して取り組むとともに報告会を開催するなど、女性リーダー育成に一定の成
　果は上がっている一方で、地域の諸団体の長等への女性の参画は十分とは言えな
　い。

(1) 達成度 (2) 今後の方向性

 ６ 判定 Ｂ
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 評価
(1) 達成度 (2) 今後の方向性

 【審議会意見】
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